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＜連絡事項＞

・3/2（水）10:00～16:00新堂寿子様デイケア見学予定

・新人スタッフ通所ローテーション研修

　3/2（水）～3/3（木）ＰＳＷ　乙崎

　3/3（木）～3/4（金）准看護師　久保田美栄子

＜青明舎登録者情報交換＞

村上　元道　様～うみねこ幸房での評価が上がったら一般就労へ進めていくとの方針だが、幸房での評価が上がらないと青明舎スタッフや通所スタッフに不満を話されている。実際、幸房の仕事中には、評価を気にする発言や不満を話しながら仕事をしているとのことで、それを指摘されて評価が上がらないことは本人も理解している。

　　　　　　　　一般就労への移行（見学など）はうみねこ幸房を介して行うこと、青明舎では職親リストの紹介のみでそれ以上の介入は出来ないことなど、役割を明確にしていく。

古村　優子　様～本人は就労希望しているが、担当からは、就労はまだ早いためデイケアで生活リズムを整えていくようにと説明されている。また、青明舎について担当医より紹介されており、本人と母親様へ青明舎スタッフからサービス概要について説明している。

久保　清美　様～自家用車のオイルタンクに漏れがあるとのことで、現在修理の見積もりを出してもらっている最中であるとのこと。本人は、将来的には就労希望しており、タクシーの運転手を考えていると話す。実際の運転技術や運転免許の種類などが不明である為、確認を行っていく。（運転技術については、青明舎が訪問時に同席して確認する）

清水　泰雅　様～青明舎スタッフが自宅訪問した際、母親様より、本人の生活リズムが乱れている（起床時間、デイケア通所時間が徐々に遅くなっている）のは、デイケアスタッフに女性が多いせいだと言ったり、担当医のせいであると訴えたりしている。

其田　淑子　様～食費に多くお金を費やしてしまうとのこと。原因として、米飯をインスタントご飯で賄っている部分ではないかと指摘。グループホームの炊飯器は、一部のメンバーが米を折半して炊いているとのこと。ご飯は自分で炊いた方が、お金がかからないこと説明。また、グループホームでご飯を炊けないのであれば、青陽館にも炊飯器がある為、青陽館で炊いても良いこと説明していく。

佐藤　朗子　様～ナイトケア登録中であるが、利用頻度は半年に１回程度。昨年4月に現状を振り返っており、昨年秋頃から大学入学など環境の変化が予想される為、ナイトケアは登録した状態で1年間様子をみたいと本人より希望あり。次回来所時、本人とナイトケア利用について話し合っていく。

＜利用者情報＞
田向　玲美　様～今朝デイケアに来所した際、「彼氏と大喧嘩して別れた」と大声で泣きながら話して

いたが、外来受診後は「仲直りした。戻った」と笑顔で話されている。交際相手との関係で心理面が左右されることは理解できるが、年齢相応の節度のある態度でいるように説明していく。

大下　良悦　様～最近、動作の鈍さや動きが突然止まってしまうことがみられている。本日も、動き

が止まることや表情の硬さが目立っており、「新聞を読み忘れたのが気になります」

と話されている。また、喫煙室から涙目で出てくることがあり、どうしたのかと尋

ねると「いえ、元気ですよ」とジェスチャーを繰り返している。今後も様子観察を

し、関係機関と情報共有を行っていく。

高橋　洋子　様～昨年は体重60㎏だったが、現在63㎏まで増加。本人は「そんなに食べてない」と

話されている。腰痛を訴え、運動量が極端に減少したことを指摘し、声かけをすることによって無理のない程度に運動に参加しておられる。

＜デイナイトケア事例検討＞

大久保　康弘様（54）男性　主病名：統合失調症

利用開始日：平成20年2月25日（3年0ヶ月）

検討内容　治療計画の見直し、今後の対応

治療計画　長期目標：現在の安定した生活を維持する

①服薬自己管理・金銭管理が維持出来るように確認し、アドバイスしていく。

② 体重増加を防ぐ為、夜食の見直しを行い、指導していく。

本人の様子

計画①について

・前回入院時、怠薬が原因で病状悪化し、幻聴や妄想に左右され自傷行為を行った経緯がある。

・現在は怠薬や忘薬はなく、忘れずに内服継続することが出来ている。内服の必要性については、本人も同じことは繰り返したくないとのことで、理解している様子。

・病状が悪化すると浪費傾向となることがあり、浪費が過ぎると兄様から借金をすることもある。金銭面については、自分の収入内でやりくり出来ており、兄様からお金を借りることはないとのこと。

計画②について

・体重が増加（70㎏）以上となると股関節に負担がかかり痛みが生じるとのこと。

・昨年4月の段階で73.4㎏だったが、現在は70.8㎏（ＢＭＩ23）。

・夜食は駄目だと理解しているが、食べてしまうと話されている。以前は夜食にご飯を食べていたが、現在は豆腐や納豆などカロリーの低いものを選んで食べているとのこと。

その他

・週1回火曜日をデイケア利用にしたいと本人希望あり。理由は、自分の自由な時間を作って趣味活

動（読書、作詩など）をしたいと話されている。

　⇒一人になると幻聴が強くなると話されていたこと、デイケアに移行することで夕食後薬服用の確

認が出来ないことを懸念し、デイケア利用は延期し様子を見ていた状態。

　　通所、訪問看護、ＰＳＷ、青明舎で話し合い、担当医にデイケア移行について確認を行っていく。

　　デイケア移行する際は、病状の変化に留意し、変化がある場合は早急に対応できるように体制作

りを行っていく。

＜外来情報＞

田中　　一　様～郵便物のことを考えると不安になると話されている。また、一人で過ごすと考え事

をして気になると話されている為、他者と過ごすように説明している。体重82㎏。デポ剤注射している。

古舘　ヨリ　様～腹痛がある為、予防的な意味合いで下痢止めが欲しいと希望あり。緊急性がないの

であれば、担当医が外来診察に入った時にもらうように説明し、本日処方はしていない。また、デイケアからの情報ではシンラック液を多量に服用していることもあるとのことで、下剤の投与量についても確認・指導を行っていく。

田向　玲美　様～デイを辞めたくなったから休んだ、別れ話があったけど仲直りしたと話している。

デイケアは続けるようアドバイスある。仕事については新聞配達・集金程度で負担

にならないものであればできるのではないかと説明ある。

晴山　美智子様～夜に出歩いていたり、他者の間をとりもったりはしていないと話している。付き合

いのある男性については、注意するよう説明ある。

稲垣　ふき　様～幻聴の方は、頻度としては少なくなっているとの事。不眠である日が続くことがあるが、情動面では安定しているとのこと。エスタゾラム追加となる。
